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A -47 Nasa 1 CPAPの適応と限界
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NasalCPAPは呼吸不全主対Lて最近よーく

用いら寸τるようになっでいるが、その効果

は気管内挿管と比べるとやはり劣るものが

ある e 我々はNasalCPAPの適応と限界を調

ぺた4

【対象、方法】 ー対象は急性のちっ血性心不

全で集中治療室にてNasalCPAPを施行され

た:患者 39名であーる。 NasalCPAPの適応は50

Z以上の酸素投与.にてPa0280mmHg以下または

ル?ムエグーにてPa02.60m.mH-gO-{s:.ft丞棄血症ー

を呈した者とした。

Nasal CPAPは BiPAP~S(Respironics inc. 

Murrysville.PA)を使朋した。 "回路側管よ;り

酸素投与を行い吸入酸素濃度を患者側回路

にて測定した。

【結果】 39名のうち30名はNasalCPAPより

の離脱に成功、有効率は7.7%09名はNasal

CHPo)効果32認めら.れず京管内挿管に移行:

無効率'23弘J このうも品名必死亡L、3名が

70歳玖上の高齢者であココた。 NasalCPAPよ

り気管内挿管へと核行Lた原因は略波排池

困難の為2名、不穏状態に至った為2名、夜

間二マスクの装着がはずれ低酸素血症が悪壬と

した為1名、心不杢及c11'低酸素直症の改善が

認められなかった為[4名二であーヲた@またこの

9名最低盈:素血症の改善は認められたとーレて

も一過性であった。 NasalCPAP開始6時間後

に有効併では心拍数は99かち

92-bp駅腕動振傑永庄は21かーらま9m-utHg:"，<と:菊:

意ーな'改善が認め'Ö~れa たの?に討、 じ‘ 一無熱伊jで

は 'ù'拍.愛会怯 9&1;>'"ち' 105七pm'~ 肺動脈棋人庄は

おから 23JiunHg0-と有惹な改善は認めーられな
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【考察コ:ぅーっ血性.:d.I-全主こ紙一草案血症」を{半ー

った症例に対し NasalCPAPの適節外となる

場合は、 n略疲排池困難、 2)不穏状態三
3)マスク装着困難、 4)6時間以内に症状及び

血行動態の改善が認められない時などであ

るー特に高台時ほ効果が認められない場合

問主早期記事i同?方法を持主えるさえきさであ“る a

まーた判asatCflAPtま気管民撹管Jを行フているー

時2こ同様に厳重な監視もとに行うべきであ

るモ思ヨつれ:る二一


